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１-１．研究テーマ

観光地域づくり法人（DMO）の
組織構造と収益性の関係性の検証



2. DMOとは
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2-1. DMOとは？

出典：国土交通省



２-２.DMOの目的

観光業の活性化にとどまらず、観光がもたらす利益

によって地域全体を活性化することを目的！！

・観光を起点とした地方創生

・観光で稼げる仕組みづくり
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2-3. DMOの登録要件
① 多種多様な関係者の合意形成

② 科学的根拠に基づく戦略

③ 法人格の取得、意思決定の仕組みの構築（ 最終

的な責任者の明確化 ）

④ 安定的な運営資金の確保



2-4. DMOと観光協会の違い
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決定権制約
の有無

補助金へ
の依存

マーケテ
ィング

DMO 無し 無し 科学的

観光協
会

有り 有り 無し



2-5. DMOのメリット

〈 メリット 〉

・自治体に影響されない自由な観光地域づくり

・稼ぐ力を最大化

・観光庁をはじめとした関係省庁による特別な支援
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2-6. DMOへの観光庁等からの支援

① 情報支援
様々な地域の取組事例や国の資料をなどを閲覧可

能に
② 人材支援

特別な人材育成のプログラム利用可能
③ 財政支援

地方創生推進交付金＋支援金



３．設定理由ーきっかけー
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3-1．設定理由ーきっかけー

格安で貸します！

やっぱりだめです

町おこしのために施設を借りたい！

もうお願いしません！

民間と公共団体が共同で町おこしできないものか？
うまくいっている例はないか？



３‐２．設定理由ーきっかけー

観光地域づくり法人（DMO）の存在を知る。

＜ DMOの現状 ＞

・全国に拡大中

・政府も力を入れている。 EX. 観光地域づくり推

進事業費補助金。



4. 先行研究
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４‐１．先行研究

株式会社黒壁２代目社長 笹原司朗氏

出典：＜研究ノート＞長浜「黒壁」におけるまちづくり（インタビュー調査）, 2013

広くからお金を募っていたら，意見をまとめることに大き

なエネルギーを費やさなければならない。

まちづくりでは，皆で考える方式はうまくいかない。色々

口出しだけするものも出てくる。時間はかかるし，揃える

なんてことはできない。



４‐１．先行研究
Erhart, Lehment, and Vasquez-Paz（2007）

「Monetary Policy Committee Size and Inflation 

Volatility」

【 概要 】 金融政策委員会の人数と、物価の安定性の関係を調査。

【 結論 】 ・5人、7人、9人が定員の国は物価が比較的安定。

・人数を増やしても安定性が上がるわけではない
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４‐１．先行研究

鈴木 宣也（2007）「グループの構成人数による対

話と分析の検討」

【 概要 】 コミュニケーションにおいて， 対話の人数と

ツールの違いに焦点を絞り実験。

【 結果 】 人数の増加にともない、発言回数 ・発言回数

のバランスの崩れの値が増加。
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DMOにおいても人数と成果に関係

があるのではないか？
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４‐１．先行研究



5．研究概要
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5 – 1. 研究の概要

● 各DMOの設立計画書を参照し、回帰分析を用い

てDMOの組織構造と収益性の関係を検証する。
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5 – 2. 研究の結果

● DMOの組織構造と収益性には関係がなかった

● 会員数は総収入に影響を与えていた
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6. 研究目的
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6‐１．研究目的

「DMOの収益源・金額と収益性の関係性
がある」という仮説が正しいか確かめる



6-２．研究方法
・一部の昇龍道エリアを対象にする

・2022年のデータを用いて

旅行消費額の達成率が

会員数・職員数・収入源の割合

に関係があるかを回帰分析する。



6-３. データ説明

達成率：実績/目標



6-3-2．データ説明
①

②

①を②に分類する



７. 分析方法

11/22/2024 28



7-１．回帰分析
単回帰分析 ｙ＝ａｘ＋ｂ

重回帰分析 ｙ＝ａ₀＋ａ₁ｘ₁＋ａ₂ｘ₂＋・・・ａzｘz＋ε

二次曲線分析 ｙ＝ａ₀＋ａ₁ｘ₁²＋ａ₂ｘ₂＋・・・ａzｘz＋ε

ｙ：従属変数(目的変数)

ｘ₁，ｘ₂，…ⅹz：独立変数(説明変数)

説明変数を使って目的変数を説明することが可能



7-２．用語説明
目的変数

Y ： 旅行消費額の達成率(実績/目標)

説明変数

X ： ・会員数・職員数・行政からの拠出割合、

・公益目的事業の収入の割合・自主事業等の収入

・会費や寄付金の割合



８. 分析結果
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8-１．分析結果 ： 単回帰分析

目的変数：

・旅行消費額の達成率

説明変数：

・会員数

結果：有意F0.880979



8-2．分析結果 ： 重回帰分析

目的変数：

・旅行消費額の達成率

説明変数：

・会員数

・総収入

結果 ： 有意F0.913317



8-3．分析結果 ： 重回帰分析

説明変数の数・組み合わせを変えても結果出ず

( すべての組み合わせで有意な結果は得られなかった ) 



８-４．分析結果 ： 重回帰分析
説明変数 : 
・旅行消費額の達成率

目的変数 :
・ DMOの職員数
・会員数
・行政からの拠出割合
・公益目的事業の収入の割合
・自主事業等の収入
・会費・寄付金の割合

有意F : 0.653354



８-５．分析結果：二次曲線分析
目的変数 : 

・旅行消費額の達成率

説明変数 : 

・DMO会員数を2乗した値

有意F : 0.983743



８-６．分析結果 ： 曲線回帰分析
目的変数 : 

・旅行消費額の達成率

説明変数 : 

・DMO会員数を2乗した値

・行政からの拠出割合

・公益目的事業の収入の割合

・自主事業等の収入

・会費・寄付金の割合

有意F : 0.557452



８-７．分析結果 ： 曲線回帰分析
目的変数 : 

・旅行消費額の達成率

説明変数 : 

・行政からの拠出割合

・公益目的事業の収入の割合

・自主事業等の収入の割合

・会費・寄付金の割合

・DMO会員数を2乗した値

・職員数

有意F : 0.692795



目的変数を旅行消費額に設定して結果が得られなかった。

BUT,,,会員数と収入の数字の大きさは似ているので

何か関係があるのでは
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８-８．分析結果



８-９．分析結果 : 単回帰分析
目的変数 : 

・総収入

説明変数 : 

・会員数

有意F : 

0.027534

→有意



８-１０．分析結果：単回帰分析
目的変数：
・行政からの拠出額
説明変数：
・会員数

有意F : 0.007014

→有意

41



９. まとめ
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９-１. 結果まとめ

・DMOの組織構造と収益性には関係性はなかった

・会員数と総収入は有意

・会員数と行政からの拠出額は有意



９-２．考察
・会員数と総収入は関係があることから、規模が大きいと総収入が増える傾向に

あるのでは？

・会員数と行政からの拠出額に関係があることから、DMOの規模が大きいところ

に行政はお金を出しているのでは？

⇒会員数を伸ばすことが行政からの補助金獲得に影響？

・目標設定の計算式記載率１/３で、目標設定の明確な基準が分からなかった。

⇒目標の高さの程度がＤＭＯにより異なる可能性があるため、有意な結果が得ら

れなかったのではないか？



９-３．課題
・会議に参加している人数のデータが得られず、先行研究から得た示唆

とはずれが生じた。

・有意な結果が得られた分析も、決定係数Ｒ2乗が小さく、説明できてい

る度合いが低い。
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ご清聴ありがとうございました。
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